
月

日
の
幹
事
会
で
二
〇
一
〇

9

28

年
自
治
体
要
望
書
討
議
案
を
ま
と
め

ま
し
た
。
各
組
合
の
討
議
を
経
て
10

月
の
幹
事
会
で
確
定
し
、

月
に
八

11

戸
市
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。

要
望
事
項
は
次
の
通
り
で
す
。
ご

意
見
は
、

月

日
ま
で
に
地
労
連

10

25

へ
☎
・F

A
X

4
7

-8
8

8
6

。

雇
用
・
賃
金
等
の
問
題
に
つ
い
て

①
雇
用
の
創
出
・
確
保
、
完
全
雇
用

の
実
現
に
向
け
、
自
治
体
独
自
の

対
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

新
規
学
卒
者
、
中
高
年
齢
者
の
雇

用
の
維
持
・
確
保
の
た
め
の
市
独

自
の
制
度
・
方
策
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

②
公
契
約
の
労
務
費
は
時
給
千
円
以

上
の
単
価
と
し
て
く
だ
さ
い
。
公

契
約
の
対
象
事
業
所
に
こ
の
額
を

下
回
ら
な
い
よ
う
指
導
し
て
く
だ

さ
い
。

③
労
働
行
政
の
縮
小
を
や
め
さ
せ
、

公
共
職
業
安
定
所
・
労
働
基
準
監

督
署
な
ど
の
職
員
増
員
を
関
係
機

関
に
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
に
つ
い
て

④｢

地
域
主
権
改
革｣
の
名
の
も
と
に

国
の
責
任
を
放
棄
す
る
出
先
機
関

の
統
廃
合
等
に
よ
っ
て
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
国
に
働
き
か
け
て
下
さ
い
。

⑤
県
南
地
域
の
救
急
医
療
維
持
・
充

実
の
た
め
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
増

や
す
よ
う
県
に
強
く
求
め
て
下
さ

い
。

⑥
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
、
労
災

病
院
の
休
診
科
の
復
活
と
医
師
の

確
保
に
つ
い
て
、
厚
労
省
に
強
く

働
き
か
け
て
下
さ
い
。

⑦
国
立
病
院
と
自
治
体
病
院
統
合
の

動
き
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

難
病
治
療
な
ど
政
策
医
療
を
担
う

国
立
病
院
の
単
体
で
の
存
続
を
求

め
て
下
さ
い
。

⑧
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
公
的
接

種
を
行
う
よ
う
国
に
求
め
て
下
さ

い
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
は
市
と
し

て
の
接
種
助
成
を
実
施
し
て
下
さ

い
。

⑨
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
助
成

を

歳
か
ら
に
し
て
下
さ
い
。
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⑩
高
齢
者
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
と

な
っ
て
い
る
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
を
直
ち
に
廃
止
す
る
よ
う
国
に

働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

⑪
後
期
高
齢
者
の
健
診
項
目
に
つ
い

て
、
眼
底
・
眼
圧
、
聴
力
、
心
電

図
検
査
も
実
施
し
て
下
さ
い
。

⑫
高
齢
者
団
体
の
公
民
館
使
用
料
を

無
料
に
し
て
下
さ
い
。

⑬
老
後
の
最
低
限
の
所
得
保
障
の
た

め
に
、
消
費
税
増
税
に
よ
ら
な
い

最
低
保
障
年
金
制
度
を
一
日
も
早

く
つ
く
る
こ
と
を
国
に
働
き
か
け

て
く
だ
さ
い
。

⑭
自
立
支
援
法
の
見
直
し
に
つ
い
て

国
に
対
し
て
積
極
的
に
働
き
か
け

て
く
だ
さ
い
。

ａ
応
益
（
定
率
）
負
担
の
廃
止
。
ま

た
、
食
費
な
ど
の
実
費
負
担
を
廃

止
し
、
十
分
な
所
得
保
障
を
実
現

す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
利
用
者

負
担
全
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
抜

本
的
に
改
め
る
こ
と
。と
り
わ
け
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
か
ら
の
利
用

料
徴
収
は
早
急
に
や
め
る
こ
と
。

ｂ
障
害
程
度
区
分
を
見
直
す
こ
と
。

区
分
は
生
活
困
難
度
並
び
に
生
活

支
援
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
第
一
義
に

し
た
内
容
に
改
め
る
こ
と
。

⑮
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
て
い
る

六
ケ
所
村
再
処
理
工
場
の
本
格
操

業
に
反
対
し
、
稼
動
中
止
を
日
本

原
燃
に
申
し
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

教
育
に
関
し
て

⑯
子
供
た
ち
が
使
い
慣
れ
て
い
て
、

し
か
も
下
肢
を
け
が
し
た
際
な
ど

に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
小
・

中
学
校
の
す
べ
て
の
ト
イ
レ
に
最

低
で
も
一
ヶ
所
は
洋
式
便
器
を
設

置
し
て
下
さ
い
。
す
べ
て
の
ト
イ

レ
に
洋
式
便
器
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
学
校
の
状
況
や
今
後
の
設
置

予
定
な
ど
を
教
え
て
下
さ
い
。

⑰
八
戸
地
区
の
私
立
高
校
だ
け
で
行

わ
れ
て
い
る
入
学
金
の
先
取
り
を

や
め
、
県
立
高
校
の
後
期
合
格
発

表
後
に
納
付
で
き
る
よ
う
に
、
私

立
高
校
に
働
き
か
け
て
下
さ
い
。

⑱「
あ
お
も
り
っ
子
育
み
プ
ラ
ン

」
21

の
継
続
・
拡
充
を
県
教
委
に
働
き

か
け
て
く
だ
さ
い
。
国
の
責
任
で

人
以
下
学
級
を
実
現
す
る
よ
う

30国
に
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

⑲
教
育
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
を
国
に
働
き
か
け
て
下
さ
い
。

平
和
に
つ
い
て

⑳
八
戸
市
に
お
け
る
基
地
関
連
予
算

の
交
付
金
と
そ
の
使
途
に
つ
い
て

内
容
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

三八地方労働組合総連合
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1-10-34 対馬治療院２階

5・Fax 0178-47-8886

二
〇
一
〇
年
自
治
体
要
望
書
・
討
議
案

ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

三八地労連秋のレク
日時 10月17日(日)
行先 おおのキャンパス
会費 1000円(児童500円)
集合 9時・三八教育会館
内容 ①パークゴルフ

②バーベキュー
※おにぎり 1個とお茶つき
※小雨決行

生存権裁判支援する会がレク
青森生存権裁判を支援する会は 9

月 26 日、平内町夜越山で恒例のバ
ーベキューレクを行いました。4 人
の原告と県内各地から 70 人を超え
る会員が参加して楽しく交流、八戸
からも 22人が参加しました。
支援する会副会長の小浜秀雄さん

が、生存権裁判は朝日茂さんの人間
裁判を受けつぎ発展させる歴史的な
意義を持つ大切な闘いだ、勝訴の展
望が見える今、会の運動をいっそう
広げていこうとあいさつしました。
青空の下、焼肉やホタテやイカ、

味噌焼きおにぎりなどに舌鼓を打
ち、おしゃべりと
うたごえに興じて
いました。

平内の赤とんぼ→



月

日
、
上
北
町
駅
前
の
旅
館

9

18

松
園
で
、
恒
例
の
三
沢
平
和
学
習
会

が
青
森
県
平
和
委
員
会
主
催
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
東
北
ブ
ロ

ッ
ク
原
水
協
学
校
を
兼
ね
て
の
開
催

だ
っ
た
の
で
、
青
森
県
以
外
か
ら
も

人
程
度
参
加
、
全
体
で
は

人
を

20

60

超
え
る
参
加
者
で
講
演
の
際
は
大
広

間
に
び
っ
し
り
で
し
た
。

三
沢
基
地
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

人
、
原
水
協
運
動
交
流
会
に
は

38

15

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

原
水
協
運
動
の
交
流
で
は
、
司

会
を
つ
と
め
た
秋
田
県
原
水
協
事
務

局
長
の
渡
部
雅
子
さ
ん
が
最
初
に
、

私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
に
提
出
さ
れ
た6

9
0

万
の
署

名(

日
本
か
ら
は
あ
わ
せ
て

1
6

0
0

万

の
署
名
が
提
出
さ
れ
た)

と
運
動
が

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
」
め
ざ
す

一
致
を
導
き
会
議
で
最
終
文
書
が
採

択
で
き
た
こ
と
、
中
東
非
核
化
の
方

向
へ
の
歩
み
が
始
ま
っ
た
こ
と
、
一

方
で
日
本
政
府
は
核
兵
器
廃
絶
を
め

ざ
す
世
界
の
流
れ
に
完
全
に
乗
り
遅

れ
て
い
た
こ
と
、
日
本
原
水
協
の
国

際
的
な
地
位
の
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
等
を
報
告
し
、
草
の
根
の
運
動

を
強
め
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の

課
題
で
は
な
い
か
と
報
告
し
ま
し

た
。各

県
で
取
り
組
ん
だ
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
を
」
国
際
署
名
や
Ｎ

Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

行
動
へ
の
代
表
派
遣
、
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
へ
の
代
表
派
遣
活
動

な
ど
、
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

が
話
さ
れ
ま
し
た
。
や
は
り
地
域

が
異
な
る
と
運
動
の
取
り
組
み

方
、
す
す
め
方
が
違
う
の
で
お
互

い
に
参
考
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
青
年
の
生
き
生
き
と
し
た
活

動
も
特
徴
的
で
、
各
県
か
ら
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
市
庁
前
に
植
樹
し
た

被
爆
ア
オ
ギ
リ
に
、

月

日
、
市

8

6

長
さ
ん
た
ち
が
祈
り
を
捧
げ
る
姿
が

あ
り
感
動
し
た
、
横
手
市
で
は
非
核

平
和
都
市
宣
言
を
起
草
す
る
た
め
の

検
討
委
員
会
に
地
労
連
や
新
婦
人
な

ど
も
参
加
し
て
い
る
、
欠
か
さ
ず
に

行
っ
て
き
た
６
・
９
行
動
が

回
を

700

超
え
た
―
青
森
市
、
朝
市
や
コ
ー
プ

店
で
の
署
名
―
八
戸
、
各
地
の
平
和

行
進
の
様
子
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。講

演
の
斉
藤
光
政
氏
・
東
奥
日

報
編
集
委
員
は
、「
青
森
県
の
軍
事

基
地
と
三
沢
米
軍
基
地
の
実
態
」
と

題
し
て
の
講
演
で
し
た
。
三
沢
は
、

世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
戦
闘
爆
撃
機
を

機
も
か
か
え
て
い
る(

ミ
サ
イ
ル

80サ
イ
ト
な
ど
を
精
密
爆
撃
す
る
こ
と

が
で
き
る
特
殊
攻
撃
部
隊
Ｆ

が
16

40

機
―
米
軍
、
Ｆ

を
改
良
し
た
Ｆ

16

2

が

機
―
航
空
自
衛
隊)

出
撃
基
地

40
だ
。
車
力
に
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
が

あ
り
三
沢
の

JT
A

G
S

と
連
動
し
て

い
る
、
む
つ
市
釜
臥
山
に
は
自
衛
隊

の
Ｆ
Ｐ
Ｓ
―
５
（
通
称
ガ
メ
ラ
レ
ー

ダ
ー)

が
来
年
完
成
予
定
だ
。
こ
れ

ら
は
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
の
一

環
だ
。
憲
法
を
否
定
す
る｢

集
団
的

自
衛
権｣

行
使
の
体
制
が
つ
く
ら
れ

て
い
て
、
武
器
の
共
同
開
発
で
武
器

輸
出

原
則
も
形
骸
化
さ
れ
よ
う
と

3

し
て
い
る
。
米
軍
は
、
す
で
に
安
保

条
約
の
極
東
条
項
か
ら
大
き
く
逸
脱

し
た
行
動
を
と
っ
て
い
る
こ
と
等
を

具
体
的
に
解
き
明
か
し
、
参
加
者
か

ら
「
お
そ
ろ
し
い
実
態
を
初
め
て
知

っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

今
後
の
日
程

月

日

年
金
者
一
揆

10

15
月

日

地
労
連
レ
ク

10

17
月

日

消
費
税
署
名
・
街
宣

10

25
月

日

年
金
者
組
合
レ
ク

10

27

地
労
連
幹
事
会
④

月

日

社
保
協
キ
ャ
ラ
バ
ン

11

2
月

日

は
ち
の
へ
九
条
の
会

11

3

Ｄ
Ｖ
Ｄ
講
演
会

月

日

社
保
協
キ
ャ
ラ
バ
ン

11

5
月

日

６
・
９
行
動

11

6
月

日

教
育
講
演
会

11

20
月

日

｢

赤
貧
洗
う
が
ご
と
き

11

23

―
田
中
正
造
と
野
に
叫

ぶ
人
々｣

上
映
会

※
要
望
書
の
説
明
※

・
地
域
主
権
改
革

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
地
方
整
備
局
の

廃
止
、
一
括
交
付
金
化
に
よ
る
社

会
保
障
や
文
教
予
算
削
減
の
危
険

性
が
大
き
く
、
地
域
住
民
の
た
め

の｢

改
革｣

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

八
戸
市
で
は
、
今
年
７
月
か
ら
75

歳
以
上
の
人
に

回
だ
け
接
種
助

1

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
効
果
は
５

年
位
で
再
接
種
も
可
能
に
な
っ
た

の
で
、
接
種
を
希
望
す
る

歳
以

65

上
の
高
齢
者
へ
の
助
成
を
要
望
し

ま
す
。

・
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
し
て
最
も

多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16

型
と

型
の
感
染
を
防
ぐ
ワ
ク
チ

18

ン
で
、
海
外
で
は
す
で
に

カ
国

100

以
上
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
昨
年

月
か
ら
一
般
の
医

12

療
機
関
で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

回
の

3

接
種
で
、
発
が
ん
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感

染
か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
か
ら
だ

を
守
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

・
六
ケ
所
村
再
処
理
工
場

ガ
ラ
ス
固
化
溶
融
炉
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
試
験
は

月
の
完
了
予
定
を
２

10

年
間
延
期
し
ま
し
た
。
白
金
族
対

策
で
完
全
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
ガ
ラ
ス
固
化
の
見
込
み
は
な

く
大
量
の
放
射
能
を
ば
ら
ま
き
、

多
額
の
税
金
・
電
気
料
金
を
浪
費

す
る
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
を
動
か

す
の
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
原
水
協
学
校
と

三
沢
基
地
平
和
学
習
会
を
開
催

署名のお願い
①教育全国署名

11月 19日まで
②老齢加算の復活

12月末まで
③核兵器のない世界を
継続して取り組み中


